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かみかわ町議会だより

　一般質問とは、議員が町の現在の施策、将来の考え方や説明を町長などに
求め、町民のための適切な町政運営を行っているかチェックするものです。
※一般質問の全文は、議会事務局の会議録で閲覧することが出来ます。また、

町ホームページでも閲覧出来ます。

質 問 者 質 問 事 項 質　問　要　旨 掲載頁

柴崎　愛子 １．令和４年度財源確保
について

１　コロナ禍で国・県の支援が薄く地方自治体
の税収不足を、どの様に町は乗り越えるか
について

４

川浦　雅子 １．神川町の歴史につい
て

１　合併２０周年に向けての取組について

５２．多目的交流施設と神
泉総合支所について

１　管轄課と利便性向上について

３．中学校校則について １　理解と認識について

桜沢　　晃 １．第２次神川町総合計
画に基づく町政運営
について

１　重点施策の達成度と評価について

２　今後の町政運営について
６

野口　弘吉 １．町の災害対策につい
て

１　土砂災害等への対応について ７

坂本　貴佳 １．町道について １　町道の維持管理について ８

廣川　　学 １．町の現状把握につい
て

１　町の各施設及び機関からの情報収集につい
て

２　コロナ禍での情報収集の変化について
９

赤羽奈保子 １．町の防災・減災につ
いて

１　要支援者個別避難計画について

２　マイ・タイムラインの作成・推進について
10

四方田繁男 １．森林環境譲与税の有
効利用について

１　制度目的に沿った事業の実施について 11

　令和３年第５回神川町議会定例会は、９月７日から17日までの11日間の会期で開かれ、
町政に対する一般質問が行われたほか、町長から提案された令和２年度一般会計及び特別会
計の歳入歳出決算の認定８件をはじめ、令和３年度一般会計及び特別会計の補正予算７件、
報告２件、条例の改正等４件、契約１件、議員提案の意見書１件が審議されました。（議案
一覧及び審議結果は12・13ページ参照）
　一般質問は９月７日に行われ、８名の議員が町長をはじめ町当局の考えについて、質問し
ました。

９月定例会を開催
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かみかわ町議会だより

令
和
２
年
度
の
町
の
主
な
事
業

防災行政無線のデジタル化事業
　防災行政無線同報系（情報を同時又
は地区別に一斉通報する仕組み）のデ
ジタル化工事を実施するとともに、荒
天時の放送の聞きづらさを解消し、確
実な情報伝達を目的に希望者には戸別
受信機、聴覚障がいのある方には文字
表示版を貸与。

新型コロナウイルス感染症対策事業
　住民のいのちと暮らしを守り、経済
活動を支えるため、地方創生臨時交付
金を活用し、庁舎や集会所、避難施設
などの感染対策として、消毒液や空気
清浄機、サーマルカメラなどを購入。
また、町独自の中小企業者等への支援
やプレミアム付商品券発行補助事業も
実施。

444444444444444444444444

444444444444444444444444

444444444444444444444444

台風19号災害復旧工事
　令和元年10月12日に、非常に強
い勢力で上陸・接近した台風19号に
よって、町内でも河川の氾濫や道路の
崩落、農作物の冠水など、多くの被害
が発生しました。
　令和元年台風19号（10月12日～
13日）豪雨により被災した河川１箇
所及び道路施設３箇所の災害復旧工事
は、令和３年３月末で全て完了。

学習用情報機器等整備業務
　新型コロナウイルス感染症が広がる
なか、全国の学校が臨時休校を余儀な
くされたことを受け、「１人１台端末」
を実現。併せて、町内小中学校LAN
構築業務・モバイルルーター購入など
の通信環境を整備。

令和２年９月11日の矢納地内の現地視察より

議会だより第63号の
「中学校のタブレットによる授業」より
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令
和
４
年
度
財
源
確
保 

　
令
和
３
年
５
月
31
日
の
東
京
新
聞

の
記
事
を
引
用
す
る
と
、『
都
道
府

県
の
貯
金
に
当
た
る
財
政
調
整
基
金

の
残
高
が
減
少
し
た
の
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
費
と
し
て
大
幅

に
取
り
崩
し
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
一

方
、
財
政
調
整
基
金
が
増
加
し
た
の

は
、
地
方
債
の
追
加
発
行
や
別
目
的

で
積
み
立
て
た
基
金
の
統
合
な
ど
に

よ
っ
て
財
政
調
整
基
金
の
減
少
を
回

避
し
た
だ
け
で
、
実
際
の
財
政
状
況

は
見
か
け
よ
り
も
厳
し
い
。
政
府

は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で
手

当
て
す
る
も
の
の
、
全
国
知
事
会

は
、
２
０
２
１
年
２
月
末
時
点
で

６
０
０
０
億
円
が
不
足
し
て
い
る
と

公
表
』
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
埼
玉
県
町
村
議
会
議
長
会

長
よ
り
、『
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し

い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
財
政
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書
』
の
提
出
依

頼
も
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
神
川
町
の
財
源
を
考
え
た
と
き
に
、

令
和
３
年
度
当
初
予
算
概
要
書
で

は
、
自
主
財
源
34
・
４
％
、
依
存
財

源
65
・
６
％
で
、
国
、
県
の
財
源
依

存
の
高
い
状
況
か
ら
、「
神
川
町
は

大
丈
夫
で
す
」
と
自
信
を
持
っ
て
言

え
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
令
和
４
年

度
の
財
源
確
保
を
ど
の
様
に
す
る
か
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

の
計
画
に
よ
り
、
保
有
す
る
施
設
に

対
し
て
修
繕
や
大
規
模
改
修
等
を
計

画
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
公

共
施
設
の
維
持
に
相
当
な
費
用
負
担

が
見
込
ま
れ
、
ま
た
、
予
期
し
な
い

財
政
支
出
が
あ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
も
含
め
、

将
来
に
わ
た
り
健
全
な
財
政
運
営
が

で
き
る
予
算
編
成
を
行
う
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
は
、
令
和
２
年
度
中
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
約
17
億

円
の
支
出
を
し
ま
し
た
が
、
経
費
の

多
く
は
、
国
・
県
支
出
金
を
主
た
る

財
源
と
し
て
お
り
、
町
の
財
政
状
況

が
著
し
く
悪
化
す
る
事
態
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
町
で
は
、
公
共
施
設
再

配
置
計
画
や
、
長
期
保
全
計
画
な
ど

　
歳
入
面
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保

に
努
め
、
活
用
可
能
な
国
・
県
補
助

金
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

ま
た
、
後
年
度
交
付
税
措
置
が
あ
る

有
利
な
地
方
債
を
活
用
し
、
財
源
確

保
に
努
め
ま
す
。

　
歳
出
面
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
ニ
ー
ズ
や
優
先
度
の
高
い
事

業
に
重
点
化
を
図
り
、
効
率
的
、
効

果
的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

答
え  

町
長

「
財
源
が
著
し
く
悪
化
す
る

 

事
態
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
」

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
税
収
不
足
を

　
ど
の
様
に
乗
り
越
え
る
の
か

柴
崎
愛
子
議
員
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今
年
は
戦
後
76
年
で
す
。
旧
神
泉

村
、
神
川
町
合
併
20
周
年
と
い
う
節

目
に
向
け
て
、
高
齢
者
の
証
言
も
今

な
ら
集
め
ら
れ
る
の
で
は
と
考
え
、

終
戦
前
か
ら
戦
後
の
歩
み
を
、
資
料

と
し
て
残
す
こ
と
に
つ
い
て
、
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

言
え
ま
せ
ん
。

　
町
の
考
え
と
、
今
後
の
管
轄
課
に

つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

　
全
国
の
中
学
、
高
校
の
中
に
は
、

　
神
泉
総
合
支
所
の
移
転
に
は
、
反

対
す
る
声
も
あ
る
な
か
、
バ
ス
関
係

も
含
め
て
、
町
は
多
目
的
交
流
施
設

敷
地
内
に
移
転
新
築
を
決
め
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
も
縮
小
す
る
計
画

は
、
住
民
に
寄
り
添
っ
た
計
画
と
は

厳
し
く
管
理
す
る
内
容
の
校
則
が
あ

り
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
規
制
し
て
し
ま
っ
た
方
が
合
理
的
」

と
い
う
教
師
側
の
思
い
と
、「
学
校

の
決
ま
り
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と

い
う
生
徒
の
諦
め
た
状
況
も
あ
り
ま

す
。

　
生
徒
が
主
体
と
な
り
、
民
主
主
義

の
学
び
に
繋
が
る
よ
う
、
身
近
な
校

則
を
議
論
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
町

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

 

神
川
町
の
歴
史 

 

管
轄
課
と
利
便
性
向
上 

 

中
学
校
校
則 

◆
神
川
町
の
戦
前
・
戦
後
の

あ
ゆ
み
は
？

◆
多
目
的
交
流
施
設
内
に

　
神
泉
総
合
支
所
を
新
築
⁈

◆
校
則
を
議
論
し
、

　
民
主
主
義
の
学
び
へ

　
神
泉
総
合
支
所
の
管
理
は
、
令
和

３
年
１
月
末
の
検
討
委
員
会
の
提
言

や
、
地
域
の
実
情
を
加
味
し
た
上
で
、

課
の
配
置
や
人
員
等
に
つ
い
て
有
効

な
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

　
多
目
的
交
流
施
設
は
新
た
な
地
域

の
拠
点
と
す
る
べ
く
、
既
存
施
設
を

最
大
限
に
活
用
し
、
経
費
節
減
に
努

め
な
が
ら
、
将
来
に
つ
な
が
る
整
備

を
実
施
し
ま
す
。
敷
地
内
の
町
営
バ

ス
の
発
着
地
点
と
し
、
朝
日
バ
ス
の

延
伸
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
ス
テ
ラ
神
泉
の
機
能
を
十

分
に
補
え
る
よ
う
様
々
な
活
用
と
整

備
を
目
指
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
毎

週
使
っ
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
環
境
を
保
つ
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　
神
川
中
学
校
の
校
則
で
あ
る
「
学

校
生
活
の
き
ま
り
」
は
、
年
度
当
初

に
教
室
で
読
み
合
う
な
ど
し
て
、
生

徒
が
校
則
を
理
解
で
き
る
よ
う
な
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
生
徒
会
本
部
役
員

と
校
長
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
生
徒

か
ら
学
校
生
活
を
送
る
上
で
の
要
望

や
疑
問
点
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
校
則
改
善
の

意
見
が
出
た
場
合
は
、
生
徒
と
教
師

で
話
し
合
い
、
時
代
に
合
っ
た
よ
り

よ
い
校
則
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　
合
併
20
周
年
に
向
け
て
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
10
年
ご
と
の
節
目
で
記

念
行
事
を
や
る
の
が
い
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
４
年
後
に
合
併
後
20

周
年
記
念
と
い
う
形
で
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
町
の
20
年
の
歩
み
や
、
そ
れ
に
至

答
え  

町
長

「
合
併
の
行
事
は
10
年
を
節
目
と

考
え
て
い
ま
す
」

答
え  

町
長

「
有
効
な
人
員
体
制
の
検
討
と

  

既
存
施
設
の
環
境
を
保
ち
ま
す
」

答
え  

教
育
長

「
懇
談
会
の
開
催
と
時
代
に
合
う

校
則
と
し
ま
す
」

る
ま
で
の
近
現
代
の
各
分
野
で
変
遷

を
遂
げ
た
も
の
を
ま
と
め
、
形
あ
る

も
の
と
し
て
後
世
へ
残
し
て
い
く
こ

と
は
、
郷
土
へ
の
関
心
を
高
め
る
な

ど
、
非
常
に
有
効
な
も
の
と
考
え
、

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答
え  

教
育
長

「
近
現
代
の
歴
史
の
ま
と
め
を

 

検
討
し
ま
す
」

日丹線
（丹荘駅踏切・昭和30年代）

※植竹側から撮影

川
浦
雅
子
議
員
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第
２
次
神
川
町
総
合
計
画
で
は
、

２
０
１
８
年
を
初
年
度
と
し
、
10
年

間
の
町
の
行
政
運
営
の
方
針
や
施
策

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
３
か

年
が
経
過
し
、
実
施
計
画
の
見
直
し

時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実

施
計
画
は
、
毎
年
個
々
の
事
務
事
業

評
価
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
見
直

し
を
行
う
な
ど
、
予
算
の
積
み
上
げ

の
根
拠
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
つ
の
重
点
施
策「
安
心
子
育
て
」

「
適
切
な
行
財
政
運
営
」「
健
康
長
生

き
」「
生
き
が
い
と
活
躍
」
の
成
果

や
達
成
度
及
び
評
価
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
併
せ
て
、
町
の
将
来
像
「
人
を
育

て
て
ま
ち
が
育
つ
未
来
に
つ
な
ぐ
住

み
良
い
神
川
」
の
捉
え
方
に
つ
い
て

も
、
伺
い
ま
す
。

　
「
安
心
子
育
て
」
で
は
、
相
談
窓

口
の
一
元
化
、
町
内
小
中
学
校
給
食

費
無
料
化
、
丹
荘
保
育
所
の
整
備

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
健
康

　
ま
た
、
当
初
の
総
合
計
画
で
は
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
情
勢
の
変
化
は

想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
３
年
ご
と
の
実
施
計
画
の
見

直
し
に
よ
り
、
施
策
の
見
直
し
や
改

善
点
は
あ
っ
た
の
か
、
及
び
、
今
後

の
方
針
や
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
、
伺
い
ま
す
。

　
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、
住
み
た

く
な
る
町
に
す
る
た
め
に
は
、
最
上

位
計
画
で
あ
る
総
合
計
画
に
基
づ
き

継
続
的
、
効
果
的
、
効
率
的
に
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
来

年
に
は
町
長
選
挙
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
続
投
の
意
思
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。
ま
た
、
町
づ
く
り
は
人

づ
く
り
が
一
番
大
切
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影

響
は
大
き
く
、
今
後
、
行
政
区
や
文

化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
問
題
点

や
課
題
を
把
握
し
、
支
援
策
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

　
な
お
、
次
期
、
町
長
選
へ
の
出
馬

意
向
に
つ
い
て
は
、『
立
候
補
し
な

い
』
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
え  

町
長

「
重
点
方
針
に
基
づ
き

 

事
業
推
進
し
て
い
ま
す
」

◆
重
点
施
策
の
達
成
度
・
評

価
及
び
今
後
の
町
政
運
営

を
問
う

長
生
き
」
で
は
、
毎
日
一
万
歩
運
動

や
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進
事

業
等
の
地
域
支
援
事
業
の
拡
充
に
注

力
し
ま
し
た
。「
生
き
が
い
と
活
躍
」

で
は
電
子
図
書
館
の
導
入
や
中
央
公

民
館
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
導
入
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
貴
重
な

財
源
を
意
識
し
、
国
の
補
助
金
や
有

利
な
町
債
の
活
用
な
ど
を
、
効
率
的
、

適
切
な
財
政
運
営
に
も
努
め
、
一
定

の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
評
価
は
、
議
員
の
皆
様
や
町
民
の

皆
様
に
評
価
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

桜
沢
　
晃
議
員

 

神
川
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
町
政
運
営 

令和４年開所予定　丹荘保育所新築工事
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７
月
３
日
に
発
生
し
た
熱
海
市
の

土
石
流
災
害
で
は
、
多
く
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
、
同
時
に
家
屋
な
ど
に
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

災
害
は
、
長
雨
に
よ
る
自
然
災
害
と

盛
土
に
よ
る
人
為
的
な
部
分
が
相
乗

的
に
作
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
被
害

が
拡
大
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
き
な
被
害
を
踏
ま

え
て
、
町
の
土
砂
災
害
等
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

　
町
内
８
か
所
の
大
規
模
盛
土
造
成

地
変
動
予
測
調
査
業
務
委
託
の
受
託

業
者
が
決
定
し
た
と
議
会
に
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
関
係
地
域
の
住
民
は
、

心
配
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
調
査
に
よ
り

現
地
で
対
策
を
要
す
る
結
果
と
な
っ

た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る

の
か
、
ま
た
、
調
査
結
果
を
周
知
す

　
令
和
３
年
７
月
、
熱
海
市
で
発
生

し
た
土
石
流
災
害
は
記
憶
に
新
し
い

で
す
が
、
調
査
対
象
の
町
内
８
か
所

の
大
規
模
盛
土
造
成
地
は
、
熱
海
市

の
盛
土
と
は
、
内
容
や
性
質
等
、
ま

た
地
形
的
に
も
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
現
在
、
町
内
８
か
所
に
つ

い
て
、
国
の
国
土
強
靱
化
基
本
計
画

答
え  

町
長

「
土
砂
災
害
へ
の
対
策
と

 

周
知
啓
発
も
行
い
ま
す
」

◆
土
砂
災
害
等
へ
の
対
応
を

問
う

各
警
戒
区
域
内
の
目
立
つ
場
所
に
周

知
看
板
を
順
次
設
置
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
砂
災
害
訓
練
は
、
土
砂

災
害
全
国
統
一
訓
練
日
に
合
わ
せ
て
、

毎
年
、
県
・
町
・
消
防
団
の
情
報
伝

達
訓
練
や
区
域
住
民
の
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
関
係
団
体
と
訓
練
内
容
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
地
域
ご
と
に

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
自
主

防
災
組
織
の
設
立
件
数
を
増
や
す
取

組
を
し
て
い
き
ま
す
。

野
口
弘
吉
議
員

る
考
え
が
あ
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
、
法
律
に
基
づ
く
土
砂

災
害
警
戒
区
域
が
数
多
く
存
在
し
ま

す
が
、
特
に
特
別
警
戒
の
指
定
を
受

け
て
い
る
地
域
で
、
定
期
的
に
現
地

点
検
を
実
施
し
、
い
ち
早
く
災
害
の

要
因
に
な
り
得
る
土
砂
の
崩
落
や
倒

木
な
ど
に
気
を
配
る
こ
と
も
必
要
と

思
い
ま
す
。
地
域
住
民
に
土
砂
災
害

の
危
険
性
を
繰
り
返
し
周
知
し
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

に
基
づ
き
、
本
年
度
、
既
に
大
規
模

盛
土
変
動
予
測
調
査
を
実
施
し
、
こ

の
調
査
結
果
に
よ
り
、
来
年
度
以
降
、

対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　
住
民
へ
の
土
砂
災
害
の
危
険
性
の

周
知
は
、
６
月
の
土
砂
災
害
防
止
月

間
に
合
わ
せ
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域

を
有
す
る
行
政
区
に
啓
発
チ
ラ
シ
を

毎
戸
配
布
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
策
定
し
て
い
る
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
も
、
土
砂
災
害

に
つ
い
て
内
容
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

来
年
度
か
ら
埼
玉
県
と
町
の
連
名
で
、

 

町
の
災
害
対
策 

7 【令和３年９月定例会】



一   般   質   問66666666666666 6666666666666666
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

　
主
要
産
業
の
農
業
に
お
い
て
周
辺

道
路
を
見
る
と
、
道
路
の
傷
み
が
多

く
農
産
物
の
収
穫
・
運
搬
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
未
舗
装
町
道
の
維
持
管
理
は
、
町

か
ら
砕
石
等
の
提
供
を
受
け
て
道
普

　
道
普
請
は
各
行
政
区
に
ご
協
力
を

頂
き
、
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
た
方

法
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
世

帯
の
多
い
行
政
区
で
も
可
能
な
範
囲

で
の
実
施
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
未
舗
装
道
路
の
凸
凹
は
一

時
し
の
ぎ
の
修
繕
が
現
状
で
す
が
、

グ
レ
ー
ダ
ー
等
の
重
機
に
よ
る
整
備

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
舗
装
さ
れ
た
町
道
の
う
ち
、
主
要

路
線
は
舗
装
維
持
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
修
繕
を
行
い
、
生
活
道
は
地
元

の
要
望
・
職
員
の
路
面
点
検
で
、
緊

急
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
各
路
線

の
条
件
に
合
せ
た
維
持
修
繕
を
実
施

請
を
行
い
ま
す
が
、
結
果
は
思
わ
し

く
な
く
、
実
施
す
る
地
域
で
も
様
々

問
題
が
あ
り
、
実
施
が
難
し
く
な
る

と
の
声
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
道

普
請
を
続
け
る
の
か
、
事
業
が
立
ち

行
か
な
く
な
る
前
に
判
断
が
必
要
と

思
い
ま
す
が
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
ま
た
、
舗
装
さ
れ
た
町
道
で
も
、

舗
装
の
傷
み
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
舗

装
の
修
理
は
住
民
要
望
と
予
算
を
照

し
合
せ
最
適
化
を
図
り
実
施
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
各
方

面
と
の
調
整
を
行
い
、
自
動
車
の
通

行
制
限
・
速
度
制
限
の
設
定
・
工
事

工
法
の
見
直
し
等
を
通
じ
、
住
民
の

利
便
性
と
道
路
の
耐
久
性
の
向
上
を

図
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
町
道
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答
え  

町
長

「
道
普
請
へ
の
協
力
と

 

道
路
の
長
寿
命
化
を
行
い
ま
す
」

◆
町
道
整
備
で
、
安
全
安
心

便
利
な
町
に

坂
本
貴
佳
議
員

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
規

制
（
通
行
・
速
度
等
）
は
、
現
地
状

況
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
協
議
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
道
路
耐
用
年
数
は
、
設
計

上
10
年
が
基
準
で
す
。
20
年
で
は
費

用
増
加
の
影
響
で
改
善
で
き
る
道
路

が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
10
年
仕
様

の
舗
装
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
農
免
道
路
は
構
造
物
を

入
れ
、
20
年
維
持
で
き
る
仕
様
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
策
定
の
長
寿
命
化
修

繕
計
画
で
は
、
比
較
的
交
通
量
の
あ

る
幹
線
道
路
を
中
心
に
順
次
補
修
、

修
繕
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

町
道
の
維
持
管
理 

①委託業者の移動計測車両の外観

②取得した道路画像データ：役場本庁舎南側付近

③町道内の橋梁点検作業
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さ
ら
に
、
町
長
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の

情
報
収
集
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
特
に

変
わ
り
は
な
い
の
か
、
伺
い
ま
す
。

　
現
状
の
情
報
収
集
は
、
事
務
的
に

は
問
題
が
な
い
と
し
て
も
、
小
さ
な

町
な
ら
で
は
の
情
報
収
集
が
出
来
る

と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
住
民
の
負
託
に
応
え
、
福

祉
の
充
実
や
教
育
環
境
の
向
上
と
な

る
の
で
は
な
い
か
、
町
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
情
報
は
、
施
設
を
所
管
す
る
担
当

課
所
長
の
判
断
に
よ
り
、
情
報
が
上

が
っ
て
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
の
情
報

収
集
も
、
今
以
上
に
所
管
課
所
長
に

情
報
の
精
査
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
議
会
の
要
望
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
を
行
い
、初

め
て
生
徒
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
の
た

め
、今
回
補
正
予
算
と
す
る
も
の
で
す
。

と
教
頭
会
で
、
情
報
交
換
を
し
て
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
変
化
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
す

が
、
文
部
科
学
省
な
ど
か
ら
の
通
知

が
、
次
々
入
っ
て
く
る
の
で
、
遅
れ

な
い
よ
う
に
、
保
護
者
ま
た
は
教
職

員
、
あ
る
い
は
子
ど
も
た
ち
に
向
け

て
一
番
新
し
い
情
報
、
予
防
策
を
周

知
し
て
、
学
校
か
ら
も
頻
繁
に
や
り

取
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
小
さ
な
町
な
の
で
、
校
長
か
ら
も
、

専
門
委
員
会
に
入
っ
て
い
る
各
学
校

の
代
表
者
か
ら
も
、
直
接
話
を
聞
い

て
、
こ
ち
ら
の
考
え
も
伝
え
て
い
ま

す
。

　
学
校
の
情
報
は
、
月
１
回
校
長
会

答
え  

町
長

「
今
以
上
の
情
報
の
精
査
を
行
い

ま
す
」

答
え  
教
育
長

「
学
校
と
の
情
報
交
換
と
新
し
い

情
報
を
周
知
し
て
い
き
ま
す
」

町広報紙令和３年９月号の中学生議会より

廣
川
　
学
議
員

　
町
で
は
状
況
を
把
握
す
る
手
段
と

し
て
、
次
年
度
予
算
の
選
考
対
象
候

補
が
、
直
接
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
す
べ
て
を
担
当
課
で
把
握
出

来
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
い
ま
す
。

中
学
生
議
会
で
中
学
生
か
ら
質
問
に

出
る
こ
と
な
ど
は
、
以
前
か
ら
生
徒

た
ち
が
口
に
し
て
い
る
こ
と
な
の
に
、

当
初
予
算
化
さ
れ
ず
、
中
学
生
議
会

で
質
問
に
出
る
と
、
今
回
の
よ
う
に

補
正
予
算
案
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ

れ
は
、
情
報
収
集
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
と
感
じ
ま
す
。

◆
町
の
現
状
把
握
を
問
う

 

町
の
現
状
把
握 
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こ
こ
数
年
、
史
上
最
高
の
雨
量
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
の
雨
が
各
地
で
観
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
神
川
町
で
も
一
昨

年
の
台
風
で
は
多
く
の
方
が
自
主
避

難
さ
れ
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
る
よ
う

な
土
砂
災
害
も
起
き
て
い
ま
す
。

　
埼
玉
県
に
よ
る
と
、
要
支
援
者
名

簿
作
成
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
市

町
村
で
完
了
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
神
川
町
で
は
、
そ
の
後
の
要

支
援
者
個
別
避
難
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と

は
、
災
害
が
起
き
そ
う
な
時
に
、
自

分
自
身
が
と
る
防
災
行
動
を
時
系
列

で
整
理
し
、
避
難
行
動
の
た
め
の
一

助
と
す
る
も
の
で
す
。
広
報
等
で
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
り
方
を
掲

載
す
る
こ
と
で
、
防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

◆
町
の
避
難
計
画
を
問
う

　
町
で
は
、
平
成
18
年
12
月
１
日
か

ら
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、

災
害
時
の
避
難
に
手
助
け
を
必
要
と

す
る
方
を
地
域
の
方
が
主
体
的
に
支

援
す
る
神
川
町
災
害
時
避
難
行
動
要

支
援
者
制
度
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
地
域
で
の
支
援
を
受
け
る

た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
個
人

情
報
を
地
域
の
支
援
者
、
民
生
委
員
、

児
童
委
員
、
ま
た
、
消
防
署
等
に
提

出
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
方
に
つ
い

て
、
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
現
在
２
７
６
名
が
同
意
さ
れ

て
お
り
、
個
別
計
画
は
全
員
の
方
が

作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

答
え  

町
長

「
個
別
避
難
計
画
は
希
望
者
全
員

が
作
成
し
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、

自
分
自
身
が
と
る
行
動
を
時
系
列
的

に
整
理
し
た
も
の
で
、
避
難
の
判
断

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
手
段
と
し
て
役
立

つ
と
と
も
に
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
で

逃
げ
遅
れ
『
ゼ
ロ
』
に
向
け
た
効
果

が
期
待
で
き
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
今
年
度
作
成
す
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
内
に
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
記
載
で
き
る
ペ
ー

ジ
を
設
け
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
戸
配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載

に
よ
り
、
積
極
的
な
周
知
を
進
め
ま

す
。

赤
羽
奈
保
子
議
員

 

町
の
防
災
・
減
災 

自らの避難行動を確認

出典：内閣府ホームページ
（http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinanjouhou/r3_
　　　　 hinanjouhou_guideline/）を加工して作成
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林
所
有
者
と
の
合
意
に
よ
り
、
今
後
、

森
林
経
営
管
理
権
を
取
得
し
実
施
す

る
考
え
で
い
ま
す
。

　

森
林
整
備
で
伐
採
し
た
木
材
は
、

森
林
組
合
等
と
協
議
し
な
が
ら
、
費

用
対
効
果
を
念
頭
に
使
途
を
検
討
し

ま
す
。

　
今
後
も
、
森
林
組
合
や
埼
玉
県
寄

居
林
業
事
務
所
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
神
川
町
に
有
効
な
事
業
を
検
討

し
ま
す
。

四
方
田
繁
男
議
員

　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の

達
成
や
災
害
防
止
を
図
る
た
め
の
森

林
整
備
に
必
要
な
地
方
財
源
を
安
定

的
に
確
保
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
31

年
４
月
に
「
森
林
環
境
税
及
び
森
林

環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
市
町
村
に
森
林
環

境
譲
与
税
と
し
て
交
付
さ
れ
、
間
伐

や
人
材
育
成
、
担
い
手
の
確
保
、
材

木
利
用
の
推
進
や
普
及
啓
発
等
の
森

林
整
備
や
そ
の
促
進
に
関
す
る
費
用

に
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

神
川
町
に
は
令
和
元
年
度
に

２
７
１
万
円
、
令
和
２
年
度
に
は

５
７
５
万
８
千
円
の
譲
与
税
が
交
付

さ
れ
、
森
林
経
営
管
理
意
向
調
査
委

託
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
意
向
調
査
結
果
を
基
に
し
た
今
後

の
経
営
管
理
計
画
を
進
め
、
ま
た
、

交
付
額
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
譲
与

◆
制
度
目
的
に
沿
っ
た
事
業

の
実
施
を

税
を
、
ど
の
よ
う
に
森
林
整
備
等
に

活
用
し
て
い
く
の
か
、
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
平
成
31
年

３
月
に
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境

譲
与
税
に
関
す
る
法
律
が
成
立
し
、

令
和
元
年
度
か
ら
譲
与
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　
山
村
地
域
の
手
入
れ
が
十
分
に
行

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
森
林
整
備
、
交

流
を
通
じ
た
取
り
組
み
、
間
伐
や
人

材
育
成
、
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利

用
の
促
進
や
普
及
啓
発
等
の
森
林
整

備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る
費
用
に

充
て
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
町
内
の
森
林
を
熟
知
し
て

い
る
埼
玉
県
中
央
部
森
林
組
合
と
協

議
し
な
が
ら
、
森
林
所
有
者
の
意
向

調
査
を
進
め
、
意
向
調
査
を
基
に
森

答
え  

町
長

「
引
き
続
き
、
県
や
森
林
組
合
と

連
携
し
て
事
業
を
検
討
し
ま

す
」

矢納の森林の木材
丹荘保育所建設に活用

 

森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
利
用 
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かみかわ町議会だより

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決）

９月定例会議案一覧及び審議結果「決算関係」
議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町
長
提
出
議
案

令和２年度神川町一般会計歳入歳出決算の認定について
　歳入総額８３億９，７７５万８，５８８円、歳出総額８０億６，７５４万３, ９７２円の
決算を認定するもの。詳しくは「広報かみかわ１０月号」をご覧ください。

△

令和２年度神川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　歳入総額１５億８，１４５万５，７８３円、歳出総額１５億３，８２１万３，９７９円の
決算を認定するもの。

○

令和２年度神川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
　歳入総額１億４，３３７万４，６２１円、歳出総額１億３，４４７万５，１９５円の決算
を認定するもの。

○

令和２年度神川町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　歳入総額１２億１，１６３万３，９９６円、歳出総額１１億１，４３０万６，９７３円の
決算を認定するもの。

○

令和２年度神川町営バス事業特別会計歳入歳出決算の認定について
　歳入総額２，２８０万５，０９４円、歳出総額２，２３１万２，６９６円の決算を認定す
るもの。

○

令和２年度神川町観光事業特別会計歳入歳出決算の認定について
　歳入総額２，２８５万２，１６６円、歳出総額２，１９６万４，７９９円の決算を認定す
るもの。

○

令和２年度神川町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
　歳入総額１億４，６９２万７，６６０円、歳出総額１億４，１４３万３，０２３円の決算
を認定するもの。

○

令和２年度神川町水道事業会計決算の認定及び剰余金の処分について
　事業収益が３億１，９７１万７，４６１円、事業費用が２億７，６２５万３，１１８円、
資本的収入が、１４４万円、資本的支出が１億２，６９０万４，１３０円の決算を認定す
るもの。

○

令和２年度神川町健全化判断比率について 報告のみ
令和２年度神川町資金不足比率について 報告のみ

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決）

９月定例会議案一覧及び審議結果「条例・契約等」
議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町
長
提
出
議
案

神川町工場立地法地域準則条例
　工場立地法の規定に基づき、条例を制定するもの。 ○

神川町個人情報保護条例等の一部を改正する条例
　デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、所要の
改正を行うもの。

△

神川町下水道事業の地方公営企業法適用に伴う関係条例の整備に関する条例
　下水道事業の地方公営企業法適用に伴い、所要の改正を行うもの。 △

工事請負契約の締結について
　丹荘小学校トイレ改修工事の請負契約を締結するもの。 ○

町道路線の廃止について
　町道敷地の払下げにより、町道を廃止するもの。 ○

議
員
提
出

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
　詳しくは、１４ページをご覧ください。 ○

412【令和３年９月定例会】



かみかわ町議会だより

各議員の賛否の状況（全員賛成の議案等を除く）

議　案　名　称

議
決
等
の
結
果

１ 

四
方
田
繁
男

２ 

桜
沢　
　
晃

３ 

田
中　
隆
久

４ 

川
浦　
雅
子

５ 

野
口　
弘
吉

６ 

坂
本　
貴
佳

７ 

清
水　
敏
信

８ 

堀
川　
光
宣

９ 

柴
崎　
愛
子

10 

廣
川　
　
学

11 

落
合　
周
一

12 

赤
羽
奈
保
子

町
長
提
出
議
案

令和２年度神川町一般会計歳入歳出決算
の認定について

認
定 ○ ○ ○ × ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ―

令和３年度神川町一般会計補正予算（第
２号）

可
決 ○ ○ ○ × ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ―

神川町個人情報保護条例等の一部を改正
する条例

可
決 ○ ○ ○ × ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ―

神川町下水道事業の地方公営企業法適用
に伴う関係条例の整備に関する条例

可
決 ○ ○ ○ × ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ―

〇 賛成　　× 反対　　― 清水敏信議長（議事進行）は採決に加わりません。　　　
― 落合周一議員、赤羽奈保子議員は、療養のため欠席です。

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決）

９月定例会議案一覧及び審議結果「予算」
議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町
長
提
出
議
案

令和３年度神川町一般会計補正予算（第２号）
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するなか、ワクチン接種事業や新神泉総合
支所建設事業費など。歳入歳出各１億４，８３８万１千円を追加し、補正後総額を歳入
歳出各６３億７，６７３万９千円とするもの。

△

令和３年度神川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出各２，３２０万円を追加し、補正後総額を歳入歳出各１５億２，６５６万５千
円とするもの。

○

令和３年度神川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出から各１７万６千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各１億４，４４１万６千
円とするもの。

○

令和３年度神川町介護保険特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出各９，８４５万７千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各１２億４，５６４万７千
円とするもの。

○

令和３年度神川町観光事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出各３００万円を追加し、補正後総額を歳入歳出各２，９６９万３千円とする
もの。

○

令和３年度神川町水道事業会計補正予算（第１号）
　第３条予算の収益的収入に１０万４千円を追加し、補正後の額を２億９，１７２万８千
円とし、収益的支出に１０万４千円を追加し、補正後の額を２億７，３７７万４千円と
するもの。

○

令和３年度神川町一般会計補正予算（第３号）
　新型コロナウイルス感染症対策として、中小企業者等定額給付金など。歳入歳出各１，
５１８万１千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各６３億９，１９２万円とするもの。

○
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かみかわ町議会だより

「金鑚神社多宝塔（国指定重要文化財）」
（令和元年11月下旬撮影）
　金鑚神社境内にある多宝塔は、塔全体の高さが
13.8メートル、相輪の高さが4メートルあります。屋
根は二重になっており、こけら葺きという方法で葺か
れています。多宝塔は、心柱の墨書から、天文３年
(1534)に武蔵七党で名高い丹党の豪族安保弾正全隆
が、子孫の繁栄を祈って建立したことがわかります。

「冬桜」
（令和３年10月上旬撮影：道のオアシス神泉内）
　冬桜は、10月下旬から12月上旬にかけて咲く珍
しい桜で、3～ 5分咲きの花をもち、薄紅色の小
さな八重の花を咲かせます。可憐な花びらをつけ
た冬桜は紅葉と相まって、格別な風情を醸

か も

し出し
ます。
　なお、神

か み や ま

山の中腹標高約500メートルの高台に
ある城峯公園には、約600本の冬桜が植えられて
います。

今 月 号 の 表 紙

　

　１日　全員協議会
　　　　国道462号期成同盟会監査
　15日　文教厚生常任委員会協議会研修
　21日　臨時議会運営委員会
　30日　全員協議会・丹荘保育所工事見学

　５日　中学生議会
　23日　文教厚生常任委員会協議会研修
　24日　議会運営委員会

　１日　全員協議会
　７日　第５回定例会（一般質問）
　８日　第５回定例会（決算説明）
　　　　臨時議会運営委員会
　９日　臨時議会運営委員会・臨時全員協議会
　　　　第５回定例会（決算説明、補正予算説明、

条例改正等説明）
　　　　国道254号バイパス期成同盟会監査
　14日　文教厚生常任委員会協議会
　17日　第５回定例会（条例、決算、補正予算等

質疑・討論・採決）
　30日　児玉広域議会定例会

※本日誌は、主に議長出席の行事を掲載しています。

議 会 日 誌

７ 月

８ 月

９ 月

スマホで議会！
　　スマホでQRコードを読み込むと
　　　　「町HPから神川町議会のページ」が閲覧できます。
＊３月定例会は、３月３日（木）午前９時から開催予定です。

コロナ禍による厳しい財政状況に対処
し地方税財源の充実を求める意見書

（趣旨抜粋）  

　新型コロナウイルスの感染拡大は、変異
株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大
な経済的・社会的影響を及ぼしており、国
民生活への不安が続いている。この中で、
地方財政は、来年度においても巨額の財源
不足が避けられない厳しい状況に直面して
いる。
　地方自治体においては、新型コロナウイ
ルス感染症対策はもとより、地方創生、雇
用対策、防災・減災対策、デジタル化や脱
炭素社会の実現とともに、財政需要の増嵩
が見込まれる社会保障等への対応に迫られ
ており、このためには、地方税財源の充実
が不可欠である。
　よって、国においては、令和４年度地方
財政対策及び地方税制改正に向け、強く要
望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意
見書を提出する。

令和３年９月17日

埼玉県児玉郡神川町議会議長　清水　敏信

414


